
第七次前橋市総合計画2025改訂版の策定について
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●2025改訂版の策定にあたっては、各重点事業におけるロジックモデル検討を中心に、関係各部
と調整を進め、2024年12月に「第七次前橋市総合計画2025年度改訂版（素案）」をとりまとめ

●素案に対する意見募集を有識者委員、庁内全部局あて依頼し、修正案や意見を募った
●市民に対しては素案をHPや窓口で公表し、パブリックコメントを実施して意見を募った

◆有識者意見
①有識者会議による協議 ②意見聴取
日時：2024年12月26日 10時から 期間：2024年12月26日から2025年1月15日まで

（出席者） 意見：19件（会議当日意見とは別でカウント）
有識者委員 10名
前橋市：市長、副市長、教育長、

未来創造部長、政策推進課

参考（全庁意見照会）
①意見聴取
期間：2024年12月26日から2025年1月15日まで
意見：90件（本文やロジックモデルの表現など89件の意見を本冊へ反映）

有識者意見及びパブリックコメント等意見募集結果
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◆パブリックコメント募集
①意見聴取
期間：2025年２月５日から2025年３月４日まで
意見：11件（５件を本冊または概要版へ反映 別紙パブリックコメント実施結果のとおり）



①有識者意見に対する対応・本冊への反映
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（有識者意見）
◆計画全体について
今回見直しの視点に生産性の向上効率性の向上
というのがあるが、4章5章全体でDX化などの
記載が見られないのはなぜか。
市役所の中でも職員が減るけど業務は増えてい
くというところで、DX化というのは目標に据
えなければいけないかなと思うが、いかがか。

（対応及び回答）
・デジタルを活用することで、各重点施
策、重点事業に位置づけた取組を進め
る上で、しっかりと下支えをして取組
全体を深化・加速化できるような整理
として、推進計画の中に、「デジタル
技術の活用で取組全体を下支え」とい
う項目を追加
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①有識者意見に対する対応・本冊への反映
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（有識者意見）
◆重点事業No２「個に応じた教育の推進」に
ついて
重点事業名称から今求められている個別最適な
学びをも想起させる表現になっているが、実施
事業内容がそれとは異なる。
「誰もが安心して自分の個性を大切に学ぶこと
ができる教育環境の整備」というニュアンスが
良いと思う。
また、最終成果の「互いの良さや違いを認め合
い」は少し無理があると感じる

（対応及び回答）
・ご意見のとおり、この重点事業において実施
する事業は特別支援教育や、青少年教育（不登
校等）、日本語の理解が難しい状況など、支援
を要する児童生徒を対象としている

・ご提案を踏まえ、取組内容がソフト面の事業
が主であることもありますので、重点事業名称
を「個の特性に配慮した教育の推進」と改める
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①有識者意見に対する対応・本冊への反映
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（有識者意見）
◆重点事業No16「障害者の活躍促進」について
前橋市において「自立支援協議会」が県内で

も早期に当事者参画の上で活動していることや
協議会で様々な地域課題を検討する中でも必ず
当事者の声を聴いていること、また聴くだけで
なく施策につなげてきた実績もあるので成果と
して見える化できると考える。
今後は、障害施策にとどまらず広く前橋市政に
障害当事者が参画していけるとよいと考える。

（対応及び回答）
・当事者参画の機会提供を取組に位置づけるこ
とで、事業を推進していくことが必要なことか
ら、ご意見を踏まえ、個別事業③の名称を「障
害者福祉理解促進・啓発事業」から「インク
ルーシブ機運醸成事業」に改める
・上記に伴い、直接成果を「市民の障害者への
理解が進んでいる状態」から「障害のある方が
イベントなどに参加できる機会が提供されてい
る状態」に改める。 5
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①有識者意見に対する対応・本冊への反映
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（有識者意見）
◆第４章－３魅力ある農林業への転換
重点事業が３つあるが、重点施策に「農林業」
とうたっているのに林業の事業がないことに違
和感を感じた。
重点事業24の名称を変更するのであれば、農業
基盤に絞るのではなく、むしろ経営基盤の安定
支援として、林業の方も前橋市として支援して
いただくこと検討していただいても良いのでは
ないか

（対応及び回答）
・第２期推進計画では林業に関する事業を位置
付けていないが、環境森林譲与税の林業メ
ニューの充実を図っている
・2024年６月から林業担い手支援事業補助金、
2024年７月からは、市内森林業者や市内森林
組合が間伐材を搬出する際の補助金を創設
・上記を踏まえ、まずは林業の担い手支援が重
要と考え、重点23「地域農業の担い手確保・育
成」の個別事業③「担い手支援事業」に林業担
い手支援事業を位置づける 6
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①有識者意見に対する対応・本冊への反映
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（有識者意見）
◆重点事業No34「まちなかの魅力向上」
市民アンケート結果で、中心市街地へ行かない
理由の第2位に魅力のある店舗がない。という
ものがある。実際にはここ数年、空き物件への
出店が非常に盛んで魅力的な店舗も増えている。
こうした状況を踏まえて、魅力的な店舗の開業
数を成果目標としてはいかがか。
その数を示し成果指標とすることで市民に知っ
てもらうのはいかがか

（対応及び回答）
・まちなかの魅力向上に寄与する「新規出店」
や「店舗改修」の動きの一部を表す指標として、
成果指標に「まちなか魅力創出支援事業による
支援件数（年間）」を追加
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②市民意見（パブリックコメント）の対応及び本冊への反映
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（市民意見）
◆社会経済等の背景
環境配慮型社会の形成を推進する要因であり、
『水と緑の健康都市宣言』・『前橋市環境宣
言』・『2050ゼロカーボンシティまえばし』
等の各宣言を表明している状況を加味し、地球
環境に関する文言を社会状況に追記することを
ご提案し
ます。

（対応及び回答）
・ご意見のとおり、環境問題については様々な
分野との関係性が深く、その重要度は増してい
くものと考えています。
環境問題は本市の施策を検討する上で非常に

大切な要素となるため、
「社会経済等の背景（本市を取り巻く現状）」
の項目に「⑨気候変動等の環境問題の変化」と
いう内容を追加。
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②市民意見（パブリックコメント）の対応及び本冊への反映
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（市民意見）
◆こども・若者意識調査（2024年）
こども・若者意識調査（2024年）の結果は非
常に興味深いが、YES/NOの設問だけではなく、
前橋が好きではないところ、明るい希望が持て
ない理由も知りたい。
3月公開予定のアンケート結果は市長のコメン
トも入れて広く市民に公開していただきたい。

（対応及び回答）
・こども・若者意識調査については、対象の小
学生、中学生、高校生の負担を考慮して、選択
式の設問を基本として行いました。
調査結果は市長へ報告し、こどもの笑顔があ

ふれるまちの実現に向けて、「前橋市こども計
画」の策定など、引き続き取組を進めていきた
い
・総合計画本冊から参照できるよう「こども・
若者意識調査報告書」の公表HPリンク、二次
元コードを追記
※市民アンケート及びウェルビーイングアン
ケートも同様に追記
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②市民意見（パブリックコメント）の対応及び本冊への反映
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（市民意見）
◆環境配慮型社会の形成
・市民一人ひとりの意識を高めるためにも、事
業者や行政が環境啓発の取組を推進する必要が
あり、事業者・行政においても環境負荷の少な
い取組を推進することが環境配慮型社会の形成
に繋がると思料する。
・温室効果ガス排出量削減には、市民にも環境
に配慮したエネルギー（再生可能エネルギーや
低炭素エネルギー）を選択していただく必要が
ある

（対応及び回答）
・ご意見のとおり、市民、企業・団体、行政そ
れぞれが自分事として、環境を保護することや、
環境負荷の少ない取組や行動をとれるよう意識
を高めていく必要性があると認識
・現状と課題欄について市民、企業・団体、行
政の連携等について追記
・市民に期待する役割として環境に配慮した
「エネルギー」を選択する視点を追加
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